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①厚生労働省・鳥取県主催のイベント
　厚生労働省・鳥取県主催の記念イベントが
５月27日、鳥取県倉吉市で開催され、ゲストの
クイズ王で有名な麻木久仁子さんからご自身
の「脳梗塞で完全禁煙」というエピソードが紹
介されました（図１）。地元の高校生のオーケ
ストラ、書道部の学生によるパフォーマンス
もあり、200名ほどが参加しました。私は「世
界標準のタバコ対策が人類を救う」というタ
イトルで講演しました。保護者も多く参加す
る市民公開講座だったので、心の師・アントニ
オ猪木をネタにしたクイズも用意しました。
これからの日本を担う世代に「一生吸わない
ように！」と闘魂注入が出来たと思います。ス
ライドはホームページからダウンロードでき
ます（http://www.tobacco-control.jp/）。
　発表スライドを準備する中で、「自民党たば
こ議員連盟（約260名の国会議員が会員）」が
「たばこを奨励し、過度な喫煙規制に反対」し
ているから、日本のタバコ対策が進まないと
いうことを改めて感じました。ネットで検索
すると議連名簿が出てきますので、皆さんも
一度ご覧下さい。
　そのような逆風の中で、厚生労働省に最大
限出来たことが３月９日に閣議決定された健
康増進法改正案です。
・「望まない受動喫煙をなくす」と「望まない」をつ
けることでソフトな印象に（図２）

・学校、病院、行政機関等は敷地内禁煙
・事務所、飲食店は原則禁煙（喫煙専用室設置可）

シ リ ー ズ 企 画

オリンピックと屋内全面禁煙法・条例（その45）
盛り上がった今年の世界禁煙デー
　厚労省・鳥取県や日医がイベント
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図１．厚生労働省・鳥取県主催の世界禁煙デー・イベント
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　昨年３月、私は毎日新聞に「国会で吸えなくなる
ことに喫煙する議員が反対して法律改正が進まな
いのであれば、国会は特区として喫煙していても
良い。しかし、レストランの煙のなかで働いている
数百万人の従業員の受動喫煙をなくして欲しい」
と書きました。閣議決定では「官公庁」ではなく「行
政機関」とされたことにより、立法機関である国会
は喫煙専用室設置可、になるとのこと。まずは一歩
前進させる、という厚生労働省の意気込みと知恵
に感心しました。

②日本医師会等、８団体共催のイベント
　５月31日は日本医師会大講堂でのイベントで
した。横倉義武日本医師会会長から「受動喫煙を防
止して国民の健康を守ることは医師の務め」とい
うメッセージ、厚生労働省健康局健康課の正林督
章課長から「2003年の健康増進法の成立にかか
わった担当者として、ぜひとも努力義務から義務
化の法律に発展させたい。そのためには、妥協せね
ばならないこともある（既存の小規模店を除外扱
い）。しかし、新規店は原則禁煙と規定しているの
で自然に禁煙化は進む見込み」とのコメントがあ
りました。
　メーンゲストの小池都知事からレストランの規 制について、「“人”に着目した都独自の新しいルー

ルで、働く人と子どもを
受動喫煙から守る」「（都
から国へ）対策のムーブ
メントを起こしていく」
と力強いコメントがあり
ました（図３）。これまで
の議論、つまり、30m2以
下の小規模店は除外、い
や、100m2に緩和を、と
いう科学的な根拠がない
線引きをするよりも、「従
業員の健康を障害する権
利は誰にもない」という
方針であれば吸う人でも
納得出来ます。新聞等の
報道によれば、６月の議
会で可決する見込みとの
こと。そうなれば都内の
84％のレストラン等が対

図２．世界禁煙デー2018年のポスター。モデルは受
動喫煙対策推進キャラクターの岡田結実さん

図３．NHK首都圏ニュースに流れた小池都知事のコメント
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象となり禁煙店の方が多数になります。
　国の法律は「ナショナル・ミニマム」と呼ばれ、必
要最低限のことが定められます。閣議決定された
健康増進法改正案がそれになります。各自治体が
事情に合わせてより厳しい条例を作ることを「上
乗せ条例」と呼びます。東京都条例案は、ラグビー
Ｗ杯や五輪大会が開催されるという特殊な事情

4 4 4 4 4

に
合わせて国よりも厳しい規制をしているわけで
す。石原都知事の時代に東京都から始まった
ディーゼル規制が全国の空気をきれいにしたよう
に、屋内の空気をきれいにする都条例を成立させ
て欲しいものです。
　後半の講演会では、日本対がん協会参事の望月
友美子先生から受動喫煙防止に留まらずタバコを
ゼロにして一次被害者である喫煙者も守ることが
最終ゴールであること、兵庫県総合医療センター
の飯田真美先生からは、兵庫県の受動喫煙防止条
例の遵守状況が良好な神戸市では急性冠症候群が
有意に減少したことが報告されました。
　さらに、特別発言では松沢成文参議院議員から
「受動喫煙防止は安倍首相の政権公約であり、自民
党として進めるべきことであるが、面積基準が甘
すぎるし、面積規定は不公平感を残す。その点、都
条例案は『働く人を守る』という着眼点が良い」。東
京都医師会会長の尾﨑治夫先生からは「介護対象
者を増やさない健康都市の実現のためにタバコ対
策は必須。都四師会で集めた署名は20万４千筆に
達し、タバコ産業側の署名を上回った。都知事の後

押しになり、条例成立を願う」と発言を締めくくら
れました（図４）。
　一連の流れを読み取った大手ファストフードの
サイゼリヤ、モスバーガーは全面禁煙化の方針を
打ち出しています。居酒屋チェーンの養老乃瀧も
５月から一部で全面禁煙化を始めています。前号
で紹介した「串カツ田中」は６月１日から192店舗
のうち176店舗の全面禁煙化を実施しました。早
速利用した東京の知人から「20時頃、子連れの客
を含めて満席、15分待ち」であったとメールがあ
りました。
　「喫煙店は閑古鳥。禁煙店は大繁盛」の流れを医
療職が率先してつくり、一気に世の中の流れを変
えていきましょう。
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